


レトロフューチャーな映画の世界へ
ハーレーの中でも、レトロフューチャーなデザインがかっこいい

と思っていました。映画『ブレードランナー』などサイバーパンク

な世 界 観 を見ていると、マットなものが 多 いんですよ。特 に、

『ゴースト・イン・ザ・シェル』でスカーレット・ヨハンソンが乗って

いたバイク。カスタムしていますがホンダのNM4で完全なマット

ブラックなんです。それがレトロフューチャーな世界観に合って

いて、めちゃかっこ良いんですよ。

私のハーレーの元の色は、艶黒にラインが入っているデザイン

でした。付け替えたマフラーのマットな質感と馴染むように、3M

さんの何種類かマットの中から近い色のブラックを選びました。

私はレトロフューチャーからマットの色に行きつきましたが、

レーサースタイルだとカーボン調を選ぶ人が多いでしょうし、

ラッピングであれば好きなスタイルに合わせてデザインや質感

を選べますよね。

メーカー選びに迷いはなかった
自作しようと考えてYouTubeで施工している人の動画をいくつか見たのですが、貼り終わった瞬間は綺麗でも、後で縮んだりして

シワになることがあるようでした。施工技術によるとは思いますが、引っ張り過ぎるとそうなるメーカーのフィルムもあるようで、結局

3Mさんが良いって言っている人が多かったです。3Mブランドの安心感も私の中にあったので、3Mさんのフィルムって聞いた時、腑に

落ちるものがありました。サンテックさんも3Mさんが良いって話だったので、メーカーは迷わず3Mさんを選びました。
結果的に私はプロに施工をお願いしましたが、自分でやろうと思って調べると、絶対3Mさんに辿り着くと思います。
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お名前 ： M様

お住まい ： 神奈川県横浜市

お仕事 ： 保険会社勤務

車種・モデル ： ハーレーダビッドソン　FXDR114

施工フィルム ： 

フルボディ　2080-M22（マットディープブラック）

ワンポイント　2080-BR230（ブラッシュドチタニウム）

施工店 ： 

サンテック株式会社   https://santec-glass.com/

マットにするならラッピング
ランボルギーニとかフェラーリなどの車をマットブラックにするのが流行っているようですが、擦れなどでマットの質感が失われやす

く、塗装だと維持がすごく大変みたいです。部分的な塗り直しだと全体との質感がずれて、直した箇所が目立つそうです。

ラッピングは同じものを張り替えれば完全に再現できますし、購入した時の純正の状態もずっと維持できるので、マットを考えている

人はラッピングに辿り着くと思います。

私のハーレーも擦ったりすると思うので、3年とか5年でまたやりたいと思います。気に入っていればまたマットにしますが、別の色に

カラーチェンジするかもしれません。そんなに高くない価格なので、これだけイメージの変わるカスタムができるなら良いと思います。

マットブラックやりたい人はラッピングしか選択肢はないですね。
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